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TA-058に 関す る臨床 的検 討
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新 しい合成ペ ニシリン剤TA-058を 用いて,主 として血液疾息 に合併 した重症感染症8例 にっい

て臨床的検討 を行 った。

TA-058の1日 投与量は4～8gで,着 効1例,有 効1例,無 効5例,判 定不能1例 であった。

なお,本 剤によると思われ る副作用は認められなかった。

は じ め に

TA-058は 側鎖にア ミノ酸残基 を導入 した半合成のア

モキシシ リン誘導体 である1)。その特徴は,グ ラム陰性

菌お よび陽性菌に有効な広範囲の スペク トラムを有 し,

作用は殺菌的である。 また,in vitroに おける活性がin

vivoに おいても十分に発輝 され ることが動物実験 で示 さ

れている2)。 本剤を用いて血液疾患に合併 した重症感染

症の治療を行 った結果 を報 告す る。

対象および投与方法

血液痴 患に 合併 した 重症感染症8例 に 本剤 を投与 し

た。基礎疾患は,急 性 白血病4例,悪 性 リンパ腫2例,

慢性骨髄性 白血病2例 の計8例 である。感染症 の内訳は

菌血症1例,菌 血症疑い3例,肺 炎1例,感 染源不明の

発熱例3例 である。

本剤の投与は ソリタT3号200mlに 本剤 を2～49

を溶解 し2時 間の点滴静注 とした。投与回敷は2～3回

日であ り,投 与期間は3～8日 間であった。

臨 床 成 績

効果判定は投与後の解熱傾向で判定 した3)。有効例は

8例 中2例 であった(Table 1)。

症例1 AML寛 解導入前に合併 していた肺炎に対し

て本剤6gを1日3回 に分割投与 し,4日 後に解熱がみ

られ,5日 後 に肺陰影の消失 をみた。喀痰 よりAcinet-

obacterを 検出 した(Fig.1, Pboto 1)。

症例7 AMLの 寛解導入療法中好中珠が20/Mm3に

減少 した時期 に発熱 し,血 液培養陰性 であったが菌血症

が疑われた。本剤8gを1日2回 分割投与したところ2

日後 に解熱 した。他の6例 においては解熱効果がみとめ

られ なか った。本剤投与 中の副作用としては特記すべき

ものはなか った。

Table 1 Clinical result of TA-058 treatment

*undecided
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Fig. 1

Photo 1 Roentgenogram of case 1

pre-administration post-administration
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臨症検査成績 および副作用

対象疾患が 北 として 血液疾患 を 有する もので あるた

め,す でに何 らかの 基礎疾患に 対す る 治療 を 受けてい

る。このために中にはGOT,GPT等 が高値 を示す もの

があったが,本 剤使用後にGOT,GPTの 異常値 を示 し

た ものは1例 のみであ った(症例6)。 本例の場合,投 与

5日 後にニ トロソウ レア剤を投与 してい るので,CML

の化学療法に よるもの と思われ るが,本 剤 との因果関係

は 不明であ る、その他発疹 などのア レルギー症状 を星 し

た ものはなか った.

考 案

本剤による治療 の有効率は2/8(25%)と 芳ば しいもの

ではないが,ほ とんどの症例において好 中球の著明 に減

少 した時期の いわゆる重症感 染症が対象 であ ったこと,

本剤の副作用が軽度 であ る点 を考慮に入れれば,重 症感

染症に対 しては本剤の大量投与により治療効果の向上の

可能性があると考え られ る.
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TA-058, new semisynthetic penicillin, was administered to 8 severe infections cases suffering 

from malignant neoplasms of the hematopoietic organs. 

Daily doses of TA-058 was 4 to 8 grams, and clinical efficacy was excellent in 1 case, good in 

1 case, poor in 5 cases and undecided in 1 case. 

No serious side effects were observed.


